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第 26 回評議員会を開催しました 

 2 月 24 日（土）、宇都宮市の瑞穂野地区市民センターにおいて、第 26 回評議員会を開催

しました。13 組織から 19 名の評議員、役員、傍聴を含めて 37 名が参加し、2018 年春闘

方針案について討議しました。 

 出席者からはパワハラや組合つぶしなどの深刻な実態、様々な業種・産業における闘い

の現状、継続的な宣伝の取り組み、学習を重視し要求を討議して春闘をたたかう原則通り

の活動の報告などが旺盛に語られました。医労連のポスターを見て自分たちの不当な現状

に気付いた労働者が、とちぎ労組に加入して会社と団交をすることになった経緯も報告さ

れ、ある組合の宣伝活動が組織の枠を超えた拡大に結び付く大きな可能性を示しました。 

 討論の後に採決が行われ、すべての議案を全会一致で採択しました。 

 また、欠員となっている副議長に福保労栃木支部推薦の飛川麻衣さん（33 歳）を選出し、

幹事会の体制強化をはかることができました。 

 参加者の感想からは「不当労働行為をやめさせたい」「働きやすい職場環境になるよう

（組合活動を）やっていきたい」といった積極的な決意や、3000 万署名活動や労働安全衛

生の取り組み強化を求める意見などが寄せられています。 

 

アベ「働き方改革」法案は断念せよ！ 

 安倍首相は今年の通常国会を「働き方国会」と称して、「働き方改革」に執念を燃やして

います。しかし、提示した資料がデタラメだったことを追及され、答弁や説明も二転三転

するなど、議論を続けるほどに法案の矛盾が明らかになっています。 

その中で、運動と世論の力で、裁量労働の拡大は撤回に追い込むことができました。し

かし安倍政権は、過労死水準の時間外労働を容認する名ばかり「上限規制」と、無制限に

労働者を働かせる「高度プロフェッショナル」は、成立を諦めていません。その狙いはす

べて「最低限のコストで、最大限の労働力を得たい」という財界の要求に応えるものです。 

本当に私たち労働者・国民が安心して働き続けられるようになる「改革」を目指し、そ

れに逆行するアベ「働き方改革」はきっぱりと断念させるため、職場・地域の声を結集し、

全労連・県労連一丸となってたたかい抜きましょう。 
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ふくしまを忘れない！学習会＆パレード 

 3 月 3 日（土）、原発ゼロ栃木の会は、「ふくしまを忘れない！3.3 原発ゼロ大行動」を開

催しました。午前 10 時から栃木県総合文化センターで、藤島昌治の詩集「仮設にて」の朗

読に始まり、ふくしま復興共同センターの代表委員・斎藤富春氏（福島県労連議長）から

「3.11 から 7 年～福島の現状と課題」のテーマで講演がありました。講演では、被害の回

復・救済に消極的で被災者を分断する国・東電の姿勢が明らかにされ、気の遠くなるよう

な廃炉への道すじ、今なお続く被害の実態も語られました。安倍政権の語った「コントロ

ールされている」の言葉が、まったくの幻に過ぎないことは明白です。 

その後、休日の人出で賑わう市内中心部を 1.3km にわたってパレードし、思い思いのプ

ラカードやグッズを掲げながら「原発いらない！」「今すぐ廃炉！」「再稼働反対！」など

を市民にアピールしました。 

 

 

9 の日行動（早朝宣伝）に結集しよう！ 

 県労連は、毎月定例「9 の日」行動として、宇都宮駅と小山駅で早朝宣伝を実施してい

ます。この行動は数年前から継続し、今月で宇都宮は 79 回、小山は 155 回になります。

ポケットティッシュに入れたビラをそれぞれ数百個配布します。この日に休みの方はもち

ろん、出勤前の僅かな時間だけの協力でも構いませんので、多くの組合員の参加をお願い

します。 

 今月の行動の日時・場所は次の通りです。（所要 30 分～1 時間以内） 

 3 月 9 日（金）小山駅 6：30～（東口）、宇都宮駅 7：30～（東口連絡通路） 

 ※毎月 9 日（土日休日の場合は 19 日、総行動などに振替あり）に実施 

原発ゼロ栃木の会とは？ 

正式名称は「原発をなくす栃木県連絡会」といい、2011年 3月 11日の東日本大

震災にともなう東京電力・福島第一原発事故を契機に、「原発ゼロをめざす一点に賛同

する県内団体・組織（申し合わせ事項より）」によって結成されました。栃木県労連を

はじめ、新婦人、民医連、農民連、県商連などの諸団体によって構成されています。 

毎週金曜日の二荒山前の「金曜日行動」や、毎年3月11日前後のパレードのほか、

随時学習会や宣伝行動などに取り組んでいます。 

【お詫びとお知らせ】県労連 HP は長期間放置されたままになっていましたが、このたび改善

に着手いたしました。事務局体制が不十分なため、たいへんスローペースではありますが、ご

容赦いただければ幸いです。 


